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守岡ひとし議員 ６月定例会
　
近
年
、
ひ
き
こ
も
り
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
社
会
的
孤
立
と

い
っ
た
従
来
の
縦
割
り
の
制
度
で
は
対
応
が
難
し
い
複
合
的
な
課

題
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
家
族
や
地
域
の
サ
ポ

ー
ト
が
低
下
す
る
中
で
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
や

単
独
世
帯
の
増
加
の
中
で
、
ま
す
ま
す
こ
う
し
た
課
題
が
増
え

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
「
社
会
保
障
か
ら
生
活
保
障

へ
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
「
つ
な
が
り
・
支
え
合
い
」
を
重
視

す
る
支
援
体
制
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
」
が
制
定
さ
れ
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る

人
々
を
支
援
す
る
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
６
年

の
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
で
は
「
地
域
共
生
社
会

」
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、
２
０
２
０
年
に
は
「
社
会
福
祉
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
「
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
包
括
的
な

相
談
支
援
、
社
会
参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
支
援
の
３
つ
の
柱

か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
自
治
体
の
任
意
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
上
山
市
で
は
ま
だ
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ひ
き
こ
も
り
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
社
会
的
孤
立
と
い
っ
た
複

合
的
な
課
題
に
対
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
配
置
に
よ
る
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
整
備
が
必
要
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
既
存
の
相
談
支
援
を
活
か
し
つ
つ
、
各
分

野
を
調
整
し
、
地
域
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
岡
山
市
で
は
「
つ
な
ぐ
シ
ー
ト
」
や
「
複
合
課

題
ケ
ー
ス
検
討
会
」
に
よ
り
、
保
健
・
福
祉
が
連
携
し
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
孤
立
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
で
対

応
で
き
な
い
場
合
に
地
域
の
社
会
資
源
を
活
用
し
て
、
就
労
支

援
や
居
住
支
援
を
行
い
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
回
復
さ
せ
る

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
上
市
や
東
京
都
足
立
区

の
事
例
で
は
、
関
係
機
関
の
連
携
強
化
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援

に
よ
り
、
社
会
的
孤
立
を
解
消
し
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
支
援
と
し
て
は
、
地
域
の
課
題
を
住
民
や
団
体

・
企
業
が
協
力
し
て
解
決
す
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
重

要
で
す
。
福
岡
県
久
留
米
市
で
は
、
「
本
業
＋
α
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

」
や
「
久
留
米
10
万
人
女
子
会
」
に
よ
り
、
地
域
の
居
場
所
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
住
民
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組

む
場
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
山
市
で
も
、
複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
実
施
計
画
の
策
定
が
必
要
で
す
。
属
性
や

世
代
を
問
わ
な
い
相
談
支
援
体
制
の
構
築
、
支
援
が
必
要
な
世

帯
へ
の
支
援
の
仕
組
み
、
多
様
な
社
会
参
加
へ
の
支
援
、
地
域
づ

く
り
へ
の
支
援
を
柱
に
し
た
計
画
を
策
定
し
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て
、
各
相
談
支

援
機
関
が
情
報
を
共
有
し
、
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
て
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
、
参
加
支
援
に
つ
い
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
や
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
状
況
に
応
じ
て
個
別
に
ケ

ー
ス
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
、

地
域
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て
今
後
も
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連

絡
調
整
を
密
に
し
な
が
ら
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
、

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
実
施
計
画
の

策
定
は
必
要
な
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
民
生
委
員
の
充
足
率
は
９
２
・
４
％
で
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
担
い
手
確
保
の
た
め
に
、
民
生
委
員
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
民
生
委
員
協
力
員
制
度
を
創
設
し
、
民
生
委
員
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
活
動
費
の
市
独
自
の
助
成
額
を
引

き
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
今
後
、
民
生
委
員
協
力
員
制
度
の
導
入
な
ど
の
負

担
軽
減
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

地域共生社会に向けた取組を提案

◎まちの保健室（三重県名張市）

　地域ごとに開設され、看護師や社会福祉士など専門職員が
配置され、身近な保健・福祉の相談窓口になっています。子育
て支援、サークル活動、居場所作りなど多彩な相談活動・まち
づくり活動が取り組まれています。

◎一般社団法人WheeLog

　スマホアプリを使った「車いす街歩き」で、みんなでつくる世
界一温かい地図づくりを展開しています。

◎岡山県岡山市

　どの機関に相談があっても、市全体で受け止める総合相談
支援体制づくりを進めています。

ひ
き
こ
も
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
社
会
的
孤
立
な
ど
要
因
が
複
合
す
る
課
題
へ
の
対
応

地域共生社会の具体的取組例

①
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
整
備

②
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
支
援

③
地
域
づ
く
り
支
援

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　

担
い
手
確
保
に
つ
い
て


